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危険労働をロボットが代替

ロボットとの共⽣による
⽣活の質の向上（介護）

家族との
共有時間の増加

安全で快適な⾃動⾛⾏システム

⾔語の制約からの解放
地球環境にやさしい

エネルギーバリューチェーン

ロボットとの共⽣による
⽣活の質の向上
（ヘルスケア）

多様なライフスタイルの実現 「超スマート社会」でもたらされる価値の例

③エッジコンピューティングによる
リアルタイム処理

①センサ等による⼤量の情報の収
集・発信

③サイバー空間における情報処理・分析

④アクチュエータ等を
介して現実世界に
作⽤

サイバー空間・フィジカル空間融合におけるナノテクノロジー(センサ)の技術課題
点点 線線 ⾯⾯

情報量︓
3G塩基 x 10G⼈=30E(1018)塩基

1〜3次元

時間分解能︓
1時間毎〜1 MHz

オペランド計測

空間分解能︓
1 trillion sensors

マルチモダリティー

Cf:  トヨタ⾞ 10兆km (千万台/年 x 1万km/年 x 10年)
ひまわり7号(〜2015) 空間: 4km,   時間:30分,   モダリティー:5
ひまわり8号(2015〜) 空間:0.5km, 時間: 2.5分, モダリティー:16

1020計算/秒/k$ @2030 超⾼性能、⼩型、省エネ、
低コスト、サステナブル
Convergence
システム

超スマート社会の情報の流れと必要となる技術領域

⽂科省・地域イノベーション戦略推進地域
愛知県・知の拠点重点研究プロジェクト

超早期診断技術開発プロジェクト

2005 2010 2015               2020

イムノピラーデバイスによるがん早期診断

AMED・橋渡し研究
加速ネットワークプ

ログラム 課題

愛知県・知の拠点重点
研究プロジェクトII期

⽂科省JSPS・科研費
基盤研究A

経産省・厚労省・次世代
医療機器・再⽣医療等製

品評価使⽤作成事業

厚労省・⾰新的医薬品・
医療機器・再⽣医療等製

品実⽤化促進事業

名古屋⼤学病院
豊橋市⺠病院
⼩牧市⺠病院
⼤垣市⺠病院
安城更⽣病院
公⽴陶⽣病院

マイクロELISA
ガイドライン作成

9社9社

デバイス︓4社、3⼤学
⾼感度化、⼩型化、低コスト化、
量産化

検出装置︓1社
⾼感度化、⼩型化、省エネ化、低
コスト化、ユーザビリティ

試薬︓1社、1⼤学
抗体、⼈⼯抗体、蛍光試薬

臨床研究・治験︓2社

ガイドライン作成︓5⼤学、9社 ⽂科省・先端研究基盤共⽤促進事業

⽂科省・橋渡し研究加速
ネットワークプログラム市販済み

市販予定
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©Center for Advanced Medicine and Clinical Research. Nagoya University Hospital.

拠点名
名古屋⼤学

B-5-5

研究⽤ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ⽤蛍光検出器
（浜松ホトニクス㈱）

130×100×260mm、2 kg

肺がん1)、脳腫瘍2)の遺伝⼦変異検出 (名⼤医)
EGFR遺伝子変異（20検体）:感度90%特異度100%

研究⽤マイクロ免疫診断チップ（名⼤⼯）

研究開発の意義について

肺癌体細胞遺伝⼦変異の免疫学的診断システムの開発

名⼤医⽣命倫理委員会承認番号 １）2014-0171 ２）2012-0067

【知的財産】
診断チップの高感度化技術
特願２０１５-０６０８４５
PCT出願JST支援採択 S２０１５-０８４４

１Lの検体を分析可能

研究⽤⾃動アッセイ装置
（⾼砂電気⼯業㈱）

１L単位で
液体を制御

©Center for Advanced Medicine and Clinical Research. Nagoya University Hospital.

肺癌体細胞遺伝⼦変異の免疫学的診断システムの開発 体制と⽬標
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